３/２５厚生環境委員会での質問のために
２０１３年３月２２日　火爪弘子

（消費者物価の動向と県民生活）

· 厚生労働省の毎月勤労統計調査地方調査によれば、県内の５人以上の事業所の現金給与額は、平成９年の月３５５,０７８円から平成２３年の２８６,３４８円と、月約７万円減っており、県民のくらしは年々きびしくなっている。

また、ガソリン、灯油、電気代、小麦など最近の生活必需品の値上げが、県民生活にさらに負担増となっている。影響をどう考え、どう対策をはかるか。
（成年後見制度の活用・普及のために）

· 成年後見制度にかかわる公選法に対する意見裁判で、この制度が話題となっている。介護保険制度と同じ年にスタートした制度だが、地域包括支援センターで話を聞いても、たいへん重要な制度だけれどなかなか利用がすすんでいないとの話を聞いた。平成２４年の法務省統計年報によると全国では、昨年の開始審判が２８,２２９件、総数で１０５,６２６件となっているが、県内ではどうなっているか。
· なぜ、なかなか普及がひろがらないのか、宣伝・啓発がさらに必要だと思う。地域包括支援センターでは「制度が難解なため、何回研修を受けてもなかなか難しい」「たくさんの事例をこなさないと理解できず、事例紹介も大事ではないか」との話が、また、行政書士さんからは「介護施設や障害者施設で第三者後見人への理解が低い」「もっとたくさんの福祉関係者の理解が必要」とのご意見をうかがった。どう取り組んでいくか。
· 鑑定料が５万円から１５万円かかると聞いて、利用を見送ったとの話も聞いた。低所得者の利用のため、地域包括センターの職員が膨大な書類を代わりに書いて利用できるようにしたため安く開始できたとの話も聞いた。市が１/４、県が１/４負担する厚生労働省の利用支援制度をもっと周知、活用する必要があるのではないか。親族が不在の人のための「市長申し立て」制度をもっと活用すべきではないか。

（新年度の保育士人材確保事業について）

· 新年度県予算案で、新しい保育士人材確保事業が計画されているが、県内の保育士確保の現状についてどうとらえているか。特に、正規保育士の採用を押さえて、臨時職員に頼りすぎているのではないか。正規保育士をゆとりを持って採用し、保育士さんの身分をもっと安定させる必要があるのではないか。臨時の保育士さんの確保に苦労するとの話をよく聞いている。

· 保育士・保育所支援センターの開設にあたっては、力のある人材の確保が必要だ。このセンターは富山市の保育所も支援対象とすると聞いており、結果を出して、一年だけでなく恒常的な頼りになるセンターにして欲しい。どう取り組むか。
· 介護職の処遇改善については、月１.５万円の改善との金額が示された。保育士の賃金水準は、一般と比べてどの程度改善が必要と考えているか。新年度の保育士等処遇改善臨時特例事業費では、不十分なのではないか。
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